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2-(5)．クロマグロ資源調査

氏 良介

目 的

国連海洋法ではマグロ類等の高度回遊性

魚類について，沿岸国及び漁業国が直接も

しくは適切な国際機関を通じてその保存，

管理に協力することとされている．

このうちクロマグロにおいては我が国周

辺水域において他種多様な漁獲・利用がさ

れていることから，当該資源の安定的な利

用の確保のため，科学的データの完備を図

る．

方 法

１）漁獲情報調査

主に境港でまき網により水揚げされたク

ロマグロの水揚伝票を整理し，銘柄別の水

揚尾数及び重量を集計する．

２）生物測定調査

境港にまき網漁業によって水揚げされる

漁獲物について，体長及び体重を測定する．

３）標本採集調査

境港にまき網漁業によって水揚げされる

漁獲物について，硬組織（耳石，脊椎骨等）

の採集を行う．

結 果

本年のクロマグロ産卵親魚水揚げ状況を

表 1，クロマグロ銘柄別水揚量を表 2，夏期

産卵親魚の日別水揚状況を表 3 に示した．

夏季の大中型まき網による水揚本数は

16,513 尾，水揚重量は 878 トンで，前年を大

きく下回った（前年 44,500 尾，2,229 トン）．

夏季のマグロ漁の初漁日は年々早まる傾

向にあり，本年も前年（6 月 3 日）並の 6 月 6

日に始まり 6 月上旬に 3 回水揚があったが，

中旬以降の水揚げが伸び悩み，6 月の水揚量

は 256 トンと前年 1,517 トンの 16.9 ％と大き

く減少した．

7 月に入ると少しずつ水揚回数は増えてき

たが，全体に群れが小さく一網当たりの水

揚量が少ないため，漁期の終わりまで漁獲

が大きく回復することはなかった． 8 月 21

日の終漁までに 29 日間，延べ 37 ｶ統が水揚

げした．

一方，クロマグロの幼魚であるヨコワは 5

～ 11 月に水揚げされ，水揚量は 678 トンと

前年 426 トンを 59%上回った．

夏季に水揚げされた産卵親魚の尾叉長組

成の経年変化を図 1 に示した．

本年の尾叉長組成には 2 つのモードが見

られ，一つは 3 歳魚と考えられる 120cm 台，

もう一つは 4 歳魚と考えられる 145cm 台にモ

ードが見られた．前年に引き続き 5 歳魚以

上の水揚げは少なく，年級の蓄積がなされ

ていない傾向が見られた．

なお，本年度は標識マグロの再捕報告は

なかった．

標本採集調査として，6 ～ 8 月の間に境港

で水揚げされたクロマグロから，耳石及び

脊椎骨 13 個体分（成魚）を採取して，独立

行政法人水産総合研究センター遠洋水産研

究所に送付した．

また，今年度から耳石採取用の札付け作

業を開始し，2,709 個体に装着した．
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